
二
〇
二
五
年
七
月
一
八
日

揉
む
ほ
ど
に
紫
蘇
の
香
の
充
つ
厨
か
な

澄

子

二
〇
二
五
年
七
月
一
七
日

耳
遠
き
父
と
並
び
て
夕
端
居

康

子

雨
の
古
都
祇
園
囃
子
に
傘
の
花

み
き
え

二
〇
二
五
年
七
月
一
六
日

波
音
を
枕
と
し
た
る
午
睡
か
な

山

椒

か
な
か
な
の
輪
唱
な
せ
る
高
野
道

や
よ
い

二
〇
二
五
年
七
月
一
五
日

若
楓
幾
重
に
も
枝
う
ち
重
ね

明
日
香

二
〇
二
五
年
七
月
一
四
日

竹
林
へ
光
芒
な
せ
る
大
西
日

康

子

二
〇
二
五
年
七
月
一
三
日

小
祠
の
供
花
一
茎
の
蓮
の
花

ぽ
ん
こ

二
〇
二
五
年
七
月
一
二
日

麦
茶
も
て
聖
書
読
む
会
始
ま
り
ぬ

あ
ひ
る

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
二
五
年
七
月
二
〇
日
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